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公共交通事業の持続的発展のために取り組むDX・GXとは
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はじめに

みちのりグループについて
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みちのりグループ

みちのりグループ

5,350人

日本共創プラットフォーム
（JPiX）

みちのり
ホールディングス

計

従業員

バス

その他

2,417台

岩手県北バス
グループ

435台

859人

カーシェア
11台

・岩手県北自動車

・東日本交通

・みちのりトラベル東北

・みちのりホテルズ

・宮古エコカー
シェアリング

福島交通
グループ

523台

880人

鉄道
6編成14両
トラック

4台

・福島交通

・福交整備

・福島交通観光

・フクコーアド

・福交保険
サービス

会津バス
グループ

200台

403人

タクシー
68台

・会津乗合自動車

・会津トラベル
サービス

・ATS保険サービス

・あいづスタッフ

関東自動車
グループ

572台

920人

・関東自動車

・関東自動車整備

・関東ツアー
サービス

・やしお観光バス

・那須交通

茨城交通
グループ

687台

1,315人

タクシー/ハイヤー
94台

レンタカー208台

・茨城交通

・運行マネジメント
サービス

・なの花交通バス

・ひたちなか海浜
鉄道（49%出資）

湘南
モノレール

102人

モノレール
7編成21両

みちのり
トラベル
ジャパン

4人

※従業員数・車両台数等は2023年3月31日時点

100%出資

27人

佐渡汽船
グループ

・佐渡汽船
・佐渡汽船運輸
・万代島ビルテクノ
・両津南埠頭ビル
・佐渡西三川ゴールド
パーク

・小木観光
・佐渡歴史伝説館
・SADO二ツ亀ビュー
ホテル

840人

カーフェリー3隻
ジェットフォイル3隻

貨物船1隻
トラック224台
レンタカー62台

100%出資

86% 出資
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事業内容
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交通

整備観光・
旅行

タク
シー

観光バス 路線バス 高速バス 運転士達

電車

モノレール

車両整備の風景ホテル

ロープウェイ

カーフェリー／ジェットフォイル

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1563423037/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly90d2l0dGVyLmNvbS9uYXN1cm9wZXdheQ--/RS=%5eADB35jp3..OFXARBgjH30WFc.uov5Y-;_ylc=X3IDMgRmc3QDMD9yPTMmbD1yaQRpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjUnhRU253QVNYUXpmemtqVFZnczIwempsYlpFR3NuTVBwNTE1ZmpickI5d3JNWnZfbHhWamZ3bzY3dARwAzZZS2o2YUNJNDRDQTQ0T3Q0NE84NDRPWDQ0S200NEtuNDRLawRwb3MDMwRzZWMDc2h3BHNsawNyaQ--
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みちのりグループの拠点
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郡山湖南

今市

郡山

盛岡

青森
五戸 八戸
三戸

一戸
沼宮内八幡平

盛岡南

伊保内
久慈

宮古
重茂

小本

山田

仙台

喜多方坂下
野沢

山口
田島

那須ロープウェイ/
那須塩原/那須交通/
やしお観光バス

宇都宮/平出/駒入/簗瀬
鹿沼/粟野

真岡/石橋/栃木/
佐野/小山/足利

福島
梁川

相馬川俣
二本松

船引
小野

須賀川

茨城空港
土浦

有楽町

佐倉

大子

石川
白河

棚倉

【海外】
みちのりトラベル東北 台湾事務所：
台北市中山区

【西日本】
福島交通 大阪営業所：
大阪市西区

： 岩手県北自動車

： 福島交通

： 会津乗合自動車

： 茨城交通

： やしお観光バス

： 那須交通

： 関東自動車

： なの花交通バス

： みちのりトラベルジャパン

： 東日本交通

： 湘南モノレール

北上

岩泉 田野畑

鎌倉

会津若松

品川

神峰/日立/太田/大宮/
日立南/勝田/水戸/

笠間/那珂湊/浜田/鯉渕 ： 佐渡汽船

新潟/直江津
/両津/小木
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縦串・横串のグループ経営
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佐渡汽船
グループ

経営陣

※人数はイメージ

みちのり
HD

横串
メンバー

岩手県北バス
グループ

経営陣

福島交通
グループ

経営陣

会津バス
グループ

経営陣

関東自動車
グループ

経営陣

茨城交通
グループ

経営陣

湘南
モノレール

経営陣

安全対策（事故防止策、乗務員教育、内部監査制度の構築など）

ビジョン共有・経営企画

デジタル化（決済、バスロケ、MaaS、自動運転、電動化など）

高速バスマーケティング

車両整備のベンチマーキング

車両導入

ローカル路線活性化

人事制度改革

インバウンド誘客

プロパー社員との緊密なコミュニケーション
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1 みちのりグループのビジョンと解決の方向性

2 みちのりグループにおけるDX・GXの取り組み

3 これまでの取り組みで見えている難しさや課題

4 現場業務の抜本的なプロセスの変革に向けた取り組み

5 講義パートの振り返り

本講義のアジェンダ
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本講義のアジェンダ

1 みちのりグループのビジョンと解決の方向性

2 みちのりグループにおけるDX・GXの取り組み

3 これまでの取り組みで見えている難しさや課題

4 現場業務の抜本的なプロセスの変革に向けた取り組み

5 講義パートの振り返り
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人的資源の
不足

高齢者の
増加

長期的
人口減少

ルート・ダイヤの最適化
運行の質の向上（安全・接遇）

旅行サービスの充実
インバウンド誘客

地域経済に
貢献

交通インフラの維持・発展
交流人口の増加

継続的設備投資
労働分配の増加（雇用創出）

収益性の改善

労働生産性の改善

乗車密度の向上

移動需要の創出

みちのりのビジョン

デジタル化
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DXを通じた地方創生

- 10 -

デジタル
投資 営業CF向上

同業 同業 既存事業 同業 同業

集約的CX

再投資人材投資（育成・採用)
賃金増加

消費拡大

DX
飛躍的な
生産性向上

特徴：小規模、マージン極小、低賃金、企画力の欠如 etc
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日本の公共交通サービスの水準

- 11 -[引用] Urban Mobility Readiness Index 2022
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交通業界（特にバス）の生産性の現在地①→全業種の中での位置づけ

労働集約側産業であり生産性は高くないが、事業規模が大きくなり設備投資（ITを含む）ができれば生産性は上がる

- 12 -
【出典】中小企業庁サイトから引用（2020年時点）
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相対的に低下している日本の生産性

- 13 -【出典】https://www.jpc-net.jp/research/assets/pdf/10bad8fb307149202fee4c4be50b5f9d_1.pdf のデータを再加工
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リトアニア

Ø 121

1997年 2017年

運輸・郵便部門の労働生産性の各国比較
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業務全体を改善しなければ真の目的は達成しない（部分ではなく、全体を変革）

 DXの狙い

【引用サイト】https://blogs.itmedia.co.jp/itsolutionjuku/2018/12/post_654.html

利便性向上や業務効率化の先の、経営や事業の在り方、生活や働き方の変革のために取り組む
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本講義のアジェンダ

1 みちのりグループのビジョンと解決の方向性

2 みちのりグループにおけるDX・GXの取り組み

3 これまでの取り組みで見えている難しさや課題

4 現場業務の抜本的なプロセスの変革に向けた取り組み

5 講義パートの振り返り
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DX/GXが求められる背景 ＝ 持続可能な公共交通を実現する

- 16 -

持続可能な
公共交通

経済面での
持続性

利用者の
持続的な選択

環境的な
持続性

現場の生産性
の向上

サービスの改善・
利便性の向上

エネルギー源の転換
ex.電動バス／再エネ

テクノロジーの活用
（特にデジタル）

CX＋
投資余力の創出

国や自治体の支援

テクノロジーを活用して、DX/GXを進めることが持続性を高める
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新しいモビリティサービス（MaaS)

交通モードの多様化

個別最適

個々のサービスの深化

全体最適

サービスの多様化

各サービスの連携
＝MaaS

急速な技術革新

利用者接点の多様化

• サブスク
• ダイナミックプライシング
• セット販売

- 17 -
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MaaSの主な取組

- 18 -

新しい
モビリティサービス

（AIデマンド、自動運転etc）

業務の
生産性改善

（業務の効率化 etc）

UXの改善
（MaaSアプリ、デジタルチケット）

新しい収益源の獲得
（観光型MaaS、異業種連携 etc）

MaaSの取り組みにおいては業務の生産性改善と連携しながら進めていくことが必要
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会津Samurai MaaS/ひたちMaaS での取組概要

- 19 -

会津Samurai MaaS ひたちMaaS

共通MaaS基盤の構築

運行データの提供
（標準化・オープン化）

デジタルチケット発券システム
（券面デザインの標準化）

販売チャネルの多様化
（アプリ・WEBでの販路）

モビリティ
サービス
の多様化

自動運転バス DRデマンド グリスロ

会津Samurai MaaS協議会
【協議会構成員】
会津乗合自動車、会津鉄道、東日本旅客鉄道、デザイニウム、日本電
気、アルプスアルパイン、三菱商事、会津若松市、福島大学、KCS
【オブザーバー】 ITS Japan、会津大学

ひたち圏域新モビリティサービス推進協議会
日立市、ひたちなか市、高萩市、東海村、茨城県、関東運輸局、株式
会社日立製作所、ひたちなか海浜鉄道株式会社、株式会社常陽銀
行、国立大学法人茨城大学、茨城交通株式会社、電鉄タクシー株
式会社、株式会社みちのりホールディングス

利便性向上
の取組

• バスや鉄道とDRデマンドを乗換
検索上で一緒に検索

• 地域の店舗商品×交通チケット
の自由な組み合わせ販売

• 券種の拡大（海浜鉄道、高速
バス）

• 組み合わせ自由なチケット販売
（ぐるっとぱす、大内宿周遊券など）

• MaaSの情報鮮度の向上
 運休情報のリアルタイム発信
 店舗情報の標準化・オープン化



Michinori Holdings All Rights Reserved

新しいモビリティサービス（呼出型最適経路バス)

 利用者のリクエスト(出発地、目的地)に応じて、AIが最適な経路とダイヤを自動生成する。
 標柱があるリアルな既存バス停に加えて、システムの地図上に仮想バス停(バーチャルバス停＝VBS)を細かく設定し、乗降場所を多
数設定する。

 利用者に出発地・目的地と乗降場所の間を歩いてもらうことで、ドアtoドアよりも効率的な経路とし、より多くの相乗りを発生させる。
これにより、利用者のニーズを満たしつつ、生産性を向上させることができる。

〈イメージ〉

乗客がいなくても
いつも通り走る

バス停まで
遠い

バーチャル
バス停

リクエストに
応じて運行

現在地の
近くで乗車

誰から運ぶ？
どの経路を使う？

🚖🚖

路線バス
（定時定路線）

デマンドタクシー

呼出型最適経路バス

大勢が決まった時間に、
同じ目的地へ移動する
需要に対応する

ドアtoドアで効率的なル
ーティングにならないと、
相乗りが発生しない個
人需要への対応となる

- 20 -
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新しいモビリティサービス（呼出型最適経路バス)

西会津町

会津若松市

高萩市

日立市

ひたちなか市

会津若松市 （地域住民向け／観光客向け／通勤向け）

日立市・高萩市 （地域住民向け／観光客向け／通勤向け）

- 21 -
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業務発想をそもそもデジタル転換していく

需要創出に向けて

ロングテール戦略で目玉が無くても売れる仕組みを構築する

MaaS基盤と業務

プロセスが連携し

ていれば手間なく

構築できる
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【GX】バスにおけるカーボンニュートラルの達成の必要性

バス業界が排出するCO2は小さいものの、高齢化に伴う免許返納やMaaSや自動運転などによるサービス
の向上により、自家用車からの転換が今後進むことから、直接的効果だけでなく間接的排出量抑制に期待

- 23 -

18.6%

運輸部門

自家用自動車

10,743

9,458
(45.9%)

399
(1.9%)

バス

20,600

MaaS

EV化

間接的効果

直接的効果

※みちのりグループ全体の排出量は年間約6.5万CO2-t （バス業界全体の1.6%)

CO2排出量
（単位:トン）
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本講義のアジェンダ

1 みちのりグループのビジョンと解決の方向性

2 みちのりグループにおけるDX・GXの取り組み

3 これまでの取り組みで見えている難しさや課題

4 現場業務の抜本的なプロセスの変革に向けた取り組み

5 講義パートの振り返り
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高いサービスクオリティを支える現場 → 工夫が重ねられた現場

- 25 -

積み重なった個別最適での工夫が現場を回している
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表面的なデジタル活用は失敗する

今の業務フローに沿って考えれば、高い一覧性や直感的な操作のし易さに合理性
（一部の作業だけパソコンの前に座ることが返って非効率）

→根本的に必要なのはデジタル化 ではなく デジタルトランスフォーメーション
- 26 -
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新規路線を設計するフロー

本質的に同じデータを何度も別の形式で手作業／エクセル・PPT／システム間で加工、
生産性の低い作業を行っている

- 27 -

現状分析

方針検討

計画策定

書類準備

運行準備

利用実績の分析 補助金の分析

運行路線の検討

ルート・停車場所
検討 安全調査

ダイア検討 運行交番検討
（人繰り検討）

運行ルート・ダイア
の確定

道路占有・専用許
可申請
支局への

提出書類準備

利用者向け案内
データ作成 運賃データ作成 運行データ作成

GTFSデータ作成バスロケデータ作成MaaS関連データWEBサイト チラシ

運転基準図の作成 系統図作成 バス時刻表作成

本質的な情報

走行ルート

バス停

運行本数

運賃

運転手

車両

地理的情報 サービス情報 リソース情報

収支予測

走行計画の協議

申請書の作成

路線データをPPTに張
り付け（都度加工）

地図を見ながら議論地図を見ながら議論 書類を別で作成

書類を別で作成

書類を別で作成

地図を基に概念図
に落とし込み

新しく作成

書類を別で作成
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業務全般で起こっている課題

- 28 -

路線検討 ダイア編成 基本交番作成 書類作成 書類作成

主に紙
＋エクセル

ダイア編成
支援システム 紙 紙

各種システム
＋紙

手作業
ルート
・バス停

便
運賃 交番

都度連携のため
システム開発

手作業手作業

システムと紙の連携のための手作業やシステム開発といった個別最適から脱却できない
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これまで重ねてきた流れ

- 29 -

新しいデジタル技術を活用してビジネス変革することは経営上の課題

レガシーなシステムで触りようがない 適したシステム・ベンダーがいない

ブラックボックス化（ドキュメント不在、中身を知る人いない）

全体設計図のない増改築の繰り返し

部分的に技術が老朽化

システム全体のマネジメントがない

事業の継続改善（工夫）に引っ張られた部分最適化

要求仕様の丸投げ
でベンダー退出

当時の最新技術（今やレガシー）でシステム構築・導入を開始

全体を洗い出すのは
相当に大変
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今置かれている状況の整理

- 30 -

個別最適の積み重なりが生産性低下とムダな費用を発生させ
新しい需要獲得の機会損失に繋がっている
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詳しくは個々に書いている。

DXレポートを是非読んでいただきたい。特に本編。
DXPFで取り組もうとしてることの背景、理由が整理されている。

- 31 -

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_transformation/20180907_report.html

https://www.meti.go.jp/shingikai/mono_info_service/digital_transformation/20180907_report.html
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本講義のアジェンダ

1 みちのりグループのビジョンと解決の方向性

2 みちのりグループにおけるDX・GXの取り組み

3 これまでの取り組みで見えている難しさや課題

4 現場業務の抜本的なプロセスの変革に向けた取り組み

5 講義パートの振り返り
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解決するシンプルな方法

- 33 -

路線検討 ダイア編成 基本交番作成 書類作成 書類作成

マスターデータ

書式
の統一

データの
集約化

なぜシンプルなことが難しいのか？



Michinori Holdings All Rights Reserved

解決のための提言

- 34 -

業界全体で使う
共有のサービス基盤が

あればよい

共通業務を収益力の弱い企業内だけでなく、業界全体で取り組めばいいのではないか。
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協調領域としての取り組み

- 35 -

業界全体で利用できる共通基盤を構築していけないだろうか
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軽いノリで作る商品を阻む業務上の課題（現実の壁）
⇒ 業務プロセスの改革が「やってみる」余裕を生む

需要創出に向けて



Michinori Holdings All Rights Reserved

【GX】運行とエネルギーを一体的に管理するバスEMSを開発

- 37 -
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本講義のアジェンダ

1 みちのりグループのビジョンと解決の方向性

2 みちのりグループにおけるDX・GXの取り組み

3 これまでの取り組みで見えている難しさや課題

4 現場業務の抜本的なプロセスの変革に向けた取り組み

5 講義パートの振り返り
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講義パートの振り返り

- 39 -

持続性を高めるために
テクノロジーを活用することが

重要

1

全体最適の推進は
業界全体が協調して
取り組むことが必要！

（共通基盤化が可能なはず）

3

個別の取り組みを
定着させるためには

全体最適の視点で見直す
ことが必要（＝DXの本質 ）

2

公共交通事業の
持続的発展のために
協調・協働しましょう！

4

デジタル化ではなくDXへの
発想転換のポイント
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